イマ ツタエタイ コト ガイダイセイ エノ メッセージ by 武野, 武治 & ムノ, タケジ
2―
外語大、そして、むのさんの学生時代についてお聞かせください。
いまの毎日新聞社の近くに東京外国語
学校
﹇現・東京外国語大学﹈
はあったんで
すね。そこは徳川時代の蕃
ばん
書しょ
調しら
所べしょ
があっ
たところで、歴史をさかのぼってみれば、「鎖国はしているけれど、外国のことは勉強しよう」と、外国人と実際に会みたり、ま 海外の資料を集めたりするような場所でした。
神田区
﹇現・千代田区﹈
にはいくつもの
大学が集まっていて、地域全体がまるで「大学のデパート」とも言えるような場所でした。
いろいろな大学がそこにありましたが、
外語学校の評判はよかったと思いますよ。「外語の学生は真面目だ、勉強家だ」とね。ただ、 生には貧乏人の子が多くて、世間的にもそういう評判だったと思います。建物は非常に粗末で、風が吹くと屋根が揺れるくらいでした。一学年が一二か、一三種類の外国語で構成されていて、一クラス 三〇人 っ と記憶しています。
私は一九三六年の卒業ですが、一九二
〇年代から三〇年代にかけて、日本の社会は非常に揺らいでいました。ヒューマニズム、デモクラシー、ソシアリズム、コミュニズムなど、政治や社会を変える
ためのさまざまな動きが出てきた時期です。不安定な社会情勢に呼応するように、学生運動もあり した。
卒業した一九三六年には軍がクーデタ
ーを起こした二・二六事件がありました。卒業試験の何日目だったか、まさにその二月二六日に、軍隊が学校の入口前にも陣地を張っていたのです。卒業試験どころじゃない。軍人から「帰れ」と言われて、結局学校へ入れず 帰りました。そんなことが起きる時代でし から、卒業式などもできなかったのでしょう。そで昨年、 ん 卒業してから八〇年後すが、学校へ呼ばれて 長から卒業証書をもらいました。外語大は、非常に時代
いま伝えたいこと
―
外語大生へのメッセージ
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インタビ ュー
ジャーナリスト
村津
 颯
（言語文化学部日本語専攻四年）
太田
 悠香
（言語文化学部スペイン語専攻四年）
倉畑
 雄太
（外国語学部ヒンディー語専攻卒業）
聞き手
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の流れに揺さぶられたことがあったんですね。―
学生時代で楽しかったことはなんでしょうか。
おもしろかったのは語劇です。フラン
ス語科ならフランス語でといった具合に、自分が所属する専攻語の劇をやるわけです。実際に上演するとなると費用もかかり、これは大変でした。でも、各国 大使やその家族なども観にくるものだから、外語学校でも語劇については大いに力を入れていたのだと思います。
私たちスペイン語科は四年生のとき、
おかしなスペイン語劇、たしか、ビセンテ・ブラスコ・イバニェスの『血と砂』をやったよう 記憶があ ます。親友の江原君と私は「どうせうまくできないから端役でもやろう」 んて言って 私はお茶目な女性の役を演じました。
芝居が終わったら、おかしなことが起
きましてね。スペインの大使館関係者の家族と思われる娘さんたちが五、六人やってきて、 「この中には本物 スペイン
の女の子が隠れてる！」と言う。あの当時、学校には女子学生は一人もいなかったから、男子学生が女性の格好をするわけです。衣装や化粧などは築地小劇場の人たちが手伝ってくれましたので、本当にそっくりだった でしょう。それで、その娘さんの一人が「スペインの 子だ」と言うんです。そこで私は服を脱いで、胸のふくらみを出 ために使っていた綿を見せてあげた。それを見て、スペインの娘さんたちはキャッキャッと笑っていましたね。―
どうして、外語大に入り、ことばを学ぶようになったのでしょうか。
私は、中学入学当初、外国語がこわか
ったです。それでも、登校途中でアルファベットを暗記するなど、いろいろ工夫しながら、とにかく横文字に親しむことをしておりました。そしたら、二年になったときは、得意になっておりました。
それで、当時の日本は中国の進出で世
界各国から非難されていましたが、外務省の態度はよろめいてみじめ した。それで、ここの分野で働こうとした気持ちがありました。―
異なることばを学ぶとは、どのようなことなのでしょうか。
むのたけじ（武野武治）一九一五年秋田県生まれ。一九三六年東京外国語学校西語部文科卒業。報知新聞を経て朝日新聞社に入社。中国、東南アジア特派員となるも敗戦を機に太平洋戦争の戦意高揚に関与した責任を感じて退社。一九四八年秋田県で週刊新聞『たいまつ』を創刊、反戦 立場から言論活動をおこなう。一九七八年『たいまつ』休刊 現在にいたる で旺盛な執筆・言論活動を続ける。戦中戦後の混乱期において卒業証書の授与がおこなわれなかった本学 生の一人として、二〇 五年一〇月学内にて卒業証書が手渡された。現在、一〇一歳。
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4外国語を身につける、外国語を正確に
理解しようと努力する。そこから身に付いた能力はかならず役に立つと思います。自分が何のためにこの学校に入って、将来をどうするのかは人によって違いますから、個人で学びつつ、友達などと経験を語り合えば ろんな可能性が出てくでしょう。
私自身は語学を専門として活かす職業
に就いたわけではないですが、この学校を卒業してジャーナリズムの道へ入ったことはよかっ と思っています。それを示す一つの話をします。
ある授業で、スペイン人の先生から呼
び出しを受けたことがあります。なんだろうと思っていると、先生から「日本人はこんな馬鹿な考え方をするのか！」と怒鳴られたのです。作文の授 で、私は「半信半疑」というような内容をスペイン語で書いたのですが、先生はそれを読んでとても っていました。先生によれば、 「信じることとは疑わないことであり、半分疑うなどと う はありえな 。それはすべて疑っ いること はな か。どうして日本人はそんない かげんなことを言うのか」ということをお しゃった。これには本当にショックを受けましたね。
異なる文化やことばを学ぶことによっ
て、日本人のもっているいいかげんさ、あるいはあいまいさについて、自分の考え方を抉
えぐ
られたと感じました。ショック
はありましたが、外国語を学ぶこととは、
人間形成のうえで役に立つということを知りました。ものの見方や生き方を考えるうえでも、外語学校 学ぶことができてよかったと思っています。―
印象に残ったり、むのさんに影響を与えた本はなんでしょうか。
世の中を変える運動に関する本ですね。
むかしは神保町にある古本屋をよくまわっていました。古本屋街に行けばいい本が安く見つかりましたから。当時は貧乏で教科書以外の本など買えませんでしたが、社会主義や共産主義、発売禁止 なった本が全部そこに並んでいて、そうした本に大きな影響を受けたと思っていす。
作家としてとくに影響を受けたのは文
学者の魯迅です。魯迅は、孔子の考え方、儒教の価値観に対して、一人で反対して、一人で闘っていました 人間 本気で受け止めて、ごまかさない。私は魯迅さんとまったく友達

ですよ。 『魯迅選
集』 は全一三巻で、よいのが出ていますから、手にとってみるとい でしょう。
語劇出演時の集合写真（前列右から 2番目がむのさん）
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―
いま、外語大にどのようなことを期待していらっしゃいますか。
いま国際連合に加盟している国家は約
二〇〇ですが、国家の枠を越えて、世界全体、人類全体という立場からの働きは、さっぱり進歩しませんね。国家エゴイズムを乗り越えるために、ことば 働きや文化の交流について何が必要か、こういう分野について外語大は積極的な働きを開拓するべきではないか。
もう一つは、私が重視する少数民族と
呼ばれる集団の存在のことです 国家は、多数を占める民族 ほか 、一グループの人数が数十万人から数千万人の規模で存在している民族がいることが多です。このような民族はロシア は約一〇〇の集団、アメリカと中国には、おおの五〇のグループと記憶しています。これらのグループは、多数を占める民族と異なる、人種、言語 宗教をもっるため、差別的、不平等な扱いを受けている場合が多いです。そうした扱いに対する反発が世界の混乱を高めている
にみえます。だから、人類全体の共存には、少数民族との相互理解と協力へ導くことがもっとも大切ではありませんか。外語大 ことばの研究を土台にしながら、さまざまなグループの文化活動、生活実態を明らかにする努力をす になさっていると聞いていますが、もっと力を注いでいただきたい 思います。こうした問題につ て教師と学生が存分に語り合っていただききたい。―
最後に、学生へのメッセージを聞かせてください。
学生から社会人への歩みは、人生の大
事な結び目ですね。私の経験を言えば、この時期はとくに中途半端な態度がいけないと思います。自分を駄目にするだけでなく、まわりの人々 も迷惑を及ぼすことに ります。これをやろうと決めたら、まっしぐらに命がけでがんばりとおす態度が大事です。
私はよく「諦めることを諦めなさい」
と言っています。そう れば、きっ 道は開かれま よ。
外語大生に薦める本『魯迅文集』全六巻、竹内好訳、ちくま文
庫、一九九一年（ 『魯迅選集』全一三巻﹇岩波書店﹈は現在品切れ）
もう一つ、人間には一生に何度かはい

い気分


になるときがあります。そんなと
き、自分を甘やかしてうぬぼれたら駄目ですよ。他人を馬鹿にするような人間がいちばん馬鹿だと私は思っ いますから。
地球上には八〇億以上の人間がいる。
でも自分は一人しかいない。あなたはあなた一人です。学生のみなさんにはご自分を丁寧に、大切にしながらも自分を見つめて、死に物狂 で生 ていってもらいたい。これが私の願い 。―
二〇一六年二月一八日
　 むのたけじ氏自宅にて
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